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新年を迎えて 

塩津総代会会長 鈴 木 新 一（竹谷町区総代） 

新年あけまして おめでとうございます。 

コロナで始まり、コロナで終わる年が、すでに 3 年が過ぎて、4 年目

が明けました。 

この3年間で社会環境も変化して 特に葬儀に関しては、ほぼ100％

家族葬になり、これはコロナが終息しても しばらくは元に戻らないよ

うな気がします。 

又 各行事の中止や参加者の減少 そして もともと減少しつつあった子供達が外で遊ぶ姿も 

この 3 年間で急激に減少してしまいました。 

我々 総代の最大の使命である「安心、安全な地域作り」の第一歩である住民のコミュニケーシ

ョンを提供する場所がなくなってしまっています。 

「一年の計は元旦にあり」と申します。新年の明けにまず計画すべきことは、このコロナ禍でも

安心して参加できる行事を提供して、多くの住民がその場でコミュニティが図れて、まず地域住民

がより顔見知りとなり、隣近所の絆が生まれる事だと思います。その為には 各行事を中止にする

のでなく、小規模でも実施する事を心がけて各団体長や役員が努力する事です。そして さらに重

要なことは住民の皆さんの協力とご理解が最も必要です。どうかよろしくお願いします。 

最後に今年の皆様方の健康と、ご多幸を祈願して新年のあいさつといたします。 

公民館まつりについて 

過去 2 年間、新型コロナウイルス感染防止のため中止になっていた「公民館まつり」を、令和 5

年 2 月 11 日（土）・12 日（日）の両日にわたって開催する予定で作業を進めています。 

12 月に入っても、新型コロナの新規感染者数は微増になっていますが、国の指標でも「行動制

限はしない」ということが前面に出ており、学校給食も黙食制限が外されるようになりました。 

そんな中、急遽 12 月 6 日に総代さんに集まっていただき、直近に実施した令和元年度の開催

状況を説明しつつ、参考にしてもらい、公民館まつりの開催の可否を相談させていただきました。 

総代さんからは、開催することで公民館活動の活性化の一助になる。一連のイベントの中で、出

来ないことを除き、出来る範囲で実施してもよいのではないか。等々の意見が出され、従来実施し

ていた抹茶接待・甘酒接待・みたらし団子の販売については、実施を見送りさせていただきます。 

又、公民館の講義室で開催していた「演芸部門」については、密を避けるため、塩津小学校の体

育館で「展示部門」と並行して開催する予定でいます。 

 

還暦！！ 
大 隅 一 彦（川東） 

還暦＜60 歳＞を迎えます。 

ビックリです。自分が 20 歳の頃、還暦といえば「かなり高齢な方」

とイメージしていました。その年齢になり、20 歳から 60 歳までに

何をしていたんだろう？と思い出してみても、ただなんと無く過ごし

て来たように思います。 

子育てもひと段落。親としての役目もなんとか終える事が出来ました。今は、孫と一緒に遊ぶ事

が楽しみのひとつになり、本当の「ジィジ」になっている今日この頃です。 

しかし人生は、まだまだ続いて行きます。周りの、とてもお元気な先輩達を見習って、地元の活

動や自分の新しい目標を見つけて、前に進んで行こうと思っています。 

同年代の皆さん。 

一緒に第二・第三の人生を楽しみましょう。 
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公民館まつり開催のご案内 

★今年度最後のイベントです。皆さんも参加して一緒に楽しみませんか？ 

 

 

 

 

作品展示会（塩津小学校体育館にて） 

2 月 11 日（土） 午後 1 時から午後 4 時 

2 月 12 日（日） 午前 9 時から午後 3 時 

クラブ教室生徒作品、小中学生、保育園児、児

童館作品、子供会硬筆・習字作品、一般参加者

作品展示、子供会作品表彰式 

演芸会（塩津小学校体育館にて） 

2 月 12 日（日） 午前 11 時 30 分～ 

午後 2 時 30 分（予定） 

クラブ教室生徒、一般参加者演芸 

 

一般参加者募集しています 

塩津地区にお住まいの方ならどなたで

も参加できます。 

日頃趣味で楽しんでいるもの、なんで

も結構です。出展して皆さんに披露して

みませんか。 

また、カラオケ、踊り、手品等いろいろ、

演芸会に出演してみてはいかがですか。 

参加記念品をご用意しています。 

 申込期間 1 月５日（木）～１３日（金） 

 申 込 先 塩津公民館 

☎・FAX  68-3819 まで 
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『塩津公民館のこれから』 
          塩津公民館長 牧 野 満 文 

 塩津地区の皆様「明けましておめでとうございます」今年は例年にな

い寒さの到来が予測されております。健康には十分にご留意なされます

ようお願い申し上げます。 

さて、塩津公民館は今日まで「つどう・出会う・学びあう」をモット

ーに地域コミュニティの中心としての重要な役割を担って参りました。 

しかし近年では、新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた地域と学校の協働体制の構築が全

国的な動きとして有り、よって公民館に求められる役割にも変化が生じてきました。そこで蒲郡市

社会教育審議会で公民館のあり方について審議され「気軽に集える公民館のあり方について」とし

て、地域に開かれた公民館としての施策の実施、地域学校協働活動などの推進、施設の複合化の推

進、生涯学習センターの整備と役割などについて提言されました。以上のような背景から「蒲郡市

公民館グランドデザイン検討委員会」を立上げ、施設のあり方考え方について検討し、令和３年３

月に「蒲郡市公民館のあり方について」が策定されました。  

 その後、塩津地区の個別計画に基づく基本計画書が提示されました。これは塩津地区の小学校、

公民館、及び児童クラブを同じ敷地に集合させて、建替え、合築をして施設の管理運営等を定める

ものです。 

 その結果、子育て環境の充実、交流の活性化、活動の拡大拡充、施設維持、更新費等の費用の削

減効果が期待されます。 

 現在、塩津公民館の合築建替えの計画は、施工業者も決まり実施設計の段階に入っています。近

い将来、塩津公民館が子育てと交流の拠点として完成され、地域の皆様に今まで以上に気軽にご利

用頂けるよう、職員一同、頑張りますのでご指導宜しくお願い致します。 

 

 

子ども体験教室（11 月 10 日開催） 

小学校の子どもたちに公民館行事を体験してもらおうと始

めた「子ども体験教室」も、今年で 2 年目になります。昨年は

「小物づくり」をしましたが、今年は「スポーツ吹き矢」の体

験を企画しました。 

3 年生以上の 13 人が集まり、公民館のクラブである「しお

つ吹き矢の会」のメンバーの方の指導の下、的をめがけて息を

使って矢を放っていました。 

上手くいった人もいかなかった人もいましたが、皆初めての

体験に満足そうでした。 

みんなで歩こう健康づくり大会 

去る 11 月 6 日（日）、大人と子供も含め、47 人の参加を得

て、公民館の駐車場から、拾石神社の「たび石」の見学と、前田

公園でのアトラクションを楽しんできました。 

途中、拾石町の法性院での休憩を挟み、片道 40 分ほどの距離

でしたが、当日は晴天にも恵まれ程よい距離を歩きましたので、

いい運動になったと思います。 

前田公園では、大人はグラウンドゴルフのホールインワンゲー

ムを、子供たちは輪投げゲームを楽しんでもらいましたが、はじ 

めのうちはなかなか上手くいかず、せっかくの賞品も残ってしまうのではないかと心配するほどで

した。参加された方、お疲れ様でした。 

 

赤い電車応援団で妙善寺へ 

11 月 25 日（金）、「かぼちゃ寺」の別称でも有名な東幡豆

の「妙善寺」へ行ってきました。 

前日の強風とは打って変わってほとんど風もなく、いい天気

に恵まれた一日で、ご祈祷の後、住職さんの法話を聞いてきま

した。 

当日は境内で、かぼちゃどら焼きやかぼちゃ饅頭も売られて

いて、参加された方は、それをお土産に買われていました。 

トーンチャイム演奏（12 月 2 日開催） 

昨年に引き続き、「トーンチャイムの演奏を聴く会」を開催し

ました。9 人のメンバーが、複数のトーンチャイムを駆使して

合奏をするのですが、その音色は聞く人の心を癒してくれるも

のだと思いました。 

又、今年は参加した人にも体験してもらおうと、簡単な曲を

用意していただけました。初めて手にした人ばかりでしたが、

自分の鳴らす場所は間違いなく鳴らしていました。 

聴くだけでなく、参加することで、楽しい時間を過ごすこと

ができたのではないでしょうか。 

「いきいき教室」のご案内 

5 月から始まった「いきいき教室」も残すと

ころ、あとわずかとなりました。 

1 月 17 日（火）に法話「仏教の杖ことば」

を、2 月 11・12 日の土日には「公民館まつ

り」があり、最後は恒例の閉講式を兼ねた「落

語を聴く会」を 3 月 2 日（木）に予定してい

ます。 

落語につきましては、当初 2 月 16 日（木）

を予定していましたが、駒久家南朝師匠の仕事

の都合で、日程を変更させていただきました。 

法話と落語につきましては、いずれも午後 1

時 30 分から塩津公民館の 2 階講義室にて開

催。公民館まつりは新型コロナの感染防止策を

講じながらの実施を予定します。詳しくは、こ

の「公民館だより」の 4 面をご覧ください。 

 

フラワーアレンジメント教室開催 

12 月 18 日（日）に公民館の 2 階講義室に

て開催されました。 

講師の方からは、「作品は玄関の下駄箱の上

や部屋の片隅にも置けるので、前からも上から

も見栄えがするように配色するといいですよ」

との指導もあり、時期的にクリスマスをイメー

ジした色（赤・白・緑）を基調とした材料が用

意されました。 
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